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緒　　言

コールダックは体重が 1  ㎏に満たない世界最小のア
ヒルであり（秋篠宮ら，1994），筆者らはアイガモ農法で
の利用を検討している．ただし，我が国におけるコール
ダックの飼養管理技術は確立しておらず，特に繁殖特性
について未解明な点が多い．アヒル類の繁殖では，人工
孵卵機を用いた孵化（人工孵化）が一般に行われている．
髙山ら（2023）は産卵から14日以内のコールダックの種
卵を人工孵化したところ，その孵化成績は対入卵孵化率
で20％程度であったと報告している．一方，コールダッ
クは就巣性を有しており，自然孵化が可能である 

（Ashton・Ashton, 2001）ものの，わが国におけるコール
ダックの自然孵化についての知見は乏しい．

本研究では，コールダックの繁殖特性の解明に向けた
基礎的知見を得ることを目的として，種卵を自然孵化し
た際の孵化成績を明らかにした．

材料および方法

2023年 4 月から同年 5 月にかけて，オス 5 羽とメス 5
羽で構成された繁殖群（24ヵ月齢以上）において抱卵行
動を示したメス 2 羽（個体 A および B）を観察した．個
体Aは2023年 4 月21日に産卵から 0 ～23日が経過した種

卵11個を雨除け目的で設置した波型スレートの下で，個
体 B は 4 月29日に産卵から 0 ～21日が経過した種卵11個
を巣箱の中でそれぞれ抱卵し始めた（第 1 図）．試験期間
中の気温は 7 ～27℃であり，抱卵開始から 7 日目に検卵
を行い，無精卵および発育停止卵を除いた後，受精率を
求めた．ヒナの孵化を確認した際には，その羽数から対
入卵孵化率および対受精卵孵化率をそれぞれ算出した．

結果および考察

抱卵行動が観察された個体 A の巣を第 2 図に示した．
アヒルは抱卵時に胸部や腹部の羽毛を抜き取って巣材と
して用いることが知られており（Ashton・Ashton, 2001；
松沢・杉村，1981），本研究でも乾草などとともに羽毛を
利用した巣が観察された．抱卵した 2 羽のコールダック
はヒトが近づくと独特な威嚇音声を発しながら，時には
飛びかかるなど攻撃性を示す一方で，定期的に巣材で種
卵を隠し（第 2 図），飼料採食や水浴したりする様子が観
察された．

コールダックの孵化成績を第 1 表に示した．個体 A の
受精率は90.9％であり，孵化率については，対入卵孵化
率で90.9％，対受精卵孵化率で100％を示した．

髙山ら（2023）は採卵から14日以内の種卵（貯卵温度
12℃）を人工孵化したところ，受精率は78.6％，対入卵
孵化率で21.4％，対受精卵孵化率で27.3％を示したと報
告している．一例のみの結果ではあるものの，個体 A の
自然孵化の成績はこれらを大きく上回るものであった．
特に，人工孵化では孵化直前に発育停止卵（死籠り卵）
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の発生が集中したとの報告（髙山ら，2023）に対して，
個体 A の事例では死籠り卵がみられなかった．一方，個
体 B では抱卵 6 日目より種卵の数が徐々に減少し，11日
目にはすべて消失した．これについては，巣箱の前方に
自動撮影カメラ（ハイクカム SP 2 ，ハイク）を設置した
ところ，個体 B が離巣している間にヘビが巣箱に侵入
し，種卵を採食している様子が観察された（第 3 図）．

アヒルの自然孵化は成功率が高い一方で，屋外飼育で
は野生鳥獣による種卵の採食被害が懸念事項とされてい
る（Ashton・Ashton, 2001）．本研究では，目合い 2 ㎝×
2 ㎝の防鳥ネットで囲われた飼育場で試験を行ったもの
の，ヘビの侵入を防ぐことができず，個体 A に比べて離
巣する際に巣材で十分に種卵を隠すことなく，かつ長時
間（第 3 図の被害時には約 4 時間）巣から離れていた個
体 B で採食被害がみられた（第 2 および 3 図）．コール
ダックの人工育雛に関しては，孵化直後の餌付けが上手
くいかないとヒナが斃死することがあり，ニワトリやア

イガモに比べて飼養管理が難しいことが知られている
（髙山，2023）．本研究で孵化したヒナは，孵化直後から
母鳥と行動を共にしたことで円滑に餌付けが行われ，休
息時には腹部で保温される様子が観察された（第 4 図）．
その結果，ヒナは成鳥になるまで 1 羽も斃死せず，特に
孵化後の育雛管理の面で餌付けや保温の手間が省け，人
工孵化よりも省力的であると考えられた．

以上より，コールダックの自然孵化が確認されたもの
の，例数は少なく，コールダックの交尾，抱卵行動，そ
の後の育雛行動の詳細について検討の余地が残された．
コールダックは群飼よりペアもしくはトリオでの飼育が
好ましいとされており（Ashton・Ashton, 2001），今後，こ
うした条件下でのコールダックの繁殖特性について行動
学的な観点から追究する必要がある．

第１図　抱卵行動を示したコールダック
（左：個体 A，右：個体 B）

第２図　個体 A の巣
（左：巣材に囲まれた種卵，右：巣材で隠された種卵）

第１表　コールダックの自然孵化成績

個 体 抱卵数 受精卵数 受精率 孵化日数 孵化羽数
  孵化率（％）

備 考
対入卵 対受精卵

A 11 10 90.9 26～27 10 90.9 100

B 11 － － － － 0 － 抱卵11日目までにすべての種卵が
消失．
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要　約

コールダックの繁殖特性の解明に向けた基礎的知見を
得ることを目的として，種卵を自然孵化した際の孵化成
績を明らかにした．2023年 4 月から同年 5 月にかけて，
2 羽の雌（個体 A および B）でいずれも11個の抱卵が確
認された．個体 A の受精率は90.9％，孵化率は対入卵孵
化率で90.9％，対受精卵孵化率で100％を示し，孵化後の
育雛率も100％であった．一方，個体 B では，抱卵して
いた種卵すべてがヘビによって採食された．以上より，
コールダックの自然孵化が確認されたものの，例数は少
なく，今後はコールダックの交尾，抱卵行動，その後の
育雛行動の詳細について検討の余地が残された．
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第３図　個体 B の離巣時の様子（左）とヘビによる種卵の採食（右）

第４図　コールダック（母鳥）による育雛行動
（左から休息，水浴，保温を目的とした抱雛）


